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全
管
連
は
七
月
八
日
、
栃

木
県
宇
都
宮
市
で
第
五
十
五

回
通
常
総
会
を
開
催
。
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
大

澤
会
長
を
再
選
し
て
い
た
。

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

理
事
会
で
は
①
副
会
長
・

支
部
長
の
選
任
②
担
当
理
事

・
委
員
の
選
任
③
相
談
役
・

技
術
参
与
の
委
嘱
│
│
の
三

議
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
。

こ
の
う
ち
副
会
長
に
は
山
崎

正
寛
氏
（
長
野
県
連
）
、
津

田
彰
眞
氏
（
京
都
府
連
）
が

新
任
、
災
害
対
策
担
当
理
事

に
は
原
宣
幸
氏
（
神
奈
川
県

連
）
、
松
本
正
美
氏
（
東
京

都
連
）
に
加
え
、
松
原
文
司

氏
（
福
島
県
連
）
が
新
た
に

就
任
し
た
。

理
事
会
終
了
後
、
Ｍ
＆
Ａ

査
会
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
委
員

会
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
基
準
等
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
座
長
・
川
瀬
貴
晴

千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）
と

社
会
資
本
整
備
審
議
会
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
判
断
基
準
等
小
委

員
会
（
委
員
長
・
坂
本
雄
三

建
築
研
究
所
理
事
長
）
の
第

六
回
合
同
会
議
が
八
月
二
十

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済

産
業
省
で
開
か
れ
た
。
建
築

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
荒
蒔
良

和
氏
を
迎
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

物
省
エ
ネ
法
に
基
づ
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
な
ど

を
整
備
し
、
十
二
月
頃
に
政

省
令
・
告
示
を
公
布
す
る
。

一
定
規
模
以
上
の
建
築
物

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基

準
適
合
義
務
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定

制
度
を
創
設
す
る
建
築
物
省

エ
ネ
法
が
七
月
八
日
、
公
布

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
合

同
会
議
で
は
①
エ
ネ
ル
ギ
ー

行
っ
た
。

こ
の
あ
と
大
澤
会
長
、
大

熊
総
務
部
長
、
粕
谷
明
博
専

消
費
性
能
基
準
（
適
合
義
務

・
適
合
性
判
定
制
度
、
届
出

務
理
事
、
上
田
忠
幸
事
務
局

長
ら
に
よ
る
記
者
会
見
が
開

か
れ
、
大
澤
会
長
は
「
ブ
ラ

ジ
ル
で
開
か
れ
た
技
能
五
輪

国
際
大
会
の
配
管
職
種
で
日

本
代
表
の
若
手
技
能
者
が
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
入
賞
と
同
等
に

称
え
ら
れ
る
べ
き
名
誉
だ
。

技
能
者
の
地
位
向
上
と
若
者

環
境
省
は
八
月
二
十
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同

庁
舎
五
号
館
で
「
環
境
人
づ

く
り
大
賞
２
０
１
４
」
の
表

彰
式
を
開
催
し
た
。
本
紙
関

・
指
示
制
度
、
表
示
制
度
）

②
誘
導
基
準
（
性
能
向
上
計

画
認
定
・
容
積
率
特
例
）
③

住
宅
事
業
建
築
主
基
準
（
住

宅
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
）

│
│
な
ど
を
整
備
す
る
。

当
日
は
辻
本
顕
経
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
課
長
と
眞
鍋
純
国
土
交

通
省
住
宅
生
産
課
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
基
準
整
備
の
方
向

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

の
確
保
・
育
成
へ
全
力
で
取

り
組
み
た
い
」
と
力
強
く
述

べ
た
。

新
た
に
決
定
し
た
役
員
の

業
務
分
担
（
①
担
当
副
会
長

②
部
長
③
副
部
長
④
委
員
長

⑤
副
委
員
長
）
は
次
の
と
お

り
。
（
敬
称
略
）

▽
総
務
＝
①
松
田
英
行
（
東

京
都
連
）
②
大
熊
泰
雄

（
埼
玉
県
連
・
新
任
）
③

伊
藤
哲
（
静
岡
県
連
・
新

任
）
④
佐
々
木
英
樹
（
岩

手
県
連
・
新
任
）
⑤
櫻
井

健
吾(

愛
媛
県
連
・
新
任)

▽
経
理
＝
①
黒
澤
敏
男
（
栃

木
県
連
）
②
岩
永
堅
之
進

(

長
崎
県
連)

③
松
原
文
司

（
福
島
県
連
）
④
新
井
光

雄
（
千
葉
県
連
）
⑤
加
藤

大
二(

新
潟
県
連
・
新
任)

▽
経
営
＝
①
渡
辺
皓
（
宮
城

県
連
）
②
小
坂
典
行
（
北

海
道
連
・
新
任
）
③
佐
々

係
で
は
㈱
ノ
ー
リ
ツ
（
國
井

総
一
郎
社
長
）
、
栗
田
工
業

㈱
（
中
井
稔
之
社
長
）
が
優

秀
賞
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱
（
喜
多

村
円
社
長
）
の
茅
ヶ
崎
工
場

が
奨
励
賞
に
輝
い
た
。

同
賞
は
社
員
に
優
良
な
環

境
教
育
を
行
っ
て
い
る
事
業

者
を
表
彰
。
社
会
・
経
済
の

グ
リ
ー
ン
化
を
牽
引
す
る
人

材
育
成
を
促
進
す
る
。

優
秀
賞
の
ノ
ー
リ
ツ
は
社

長
を
は
じ
め
全
社
員
が
ｅ
ｃ

ｏ
検
定
を
受
験
し
、
環
境
マ

イ
ン
ド
を
向
上
さ
せ
て
営
業

上
の
効
果
を
上
げ
、
会
社
独

自
の
問
題
集
も
作
成
し
て
い

る
。
栗
田
工
業
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の

木
喬
（
埼
玉
県
連
・
新

任
）
④
小
柳
潤
一
（
新
潟

県
連
・
新
任
）
⑤
荒
川
晶

一
（
岐
阜
・
新
任
）

▽
広
報
＝
①
藤
川
幸
造
（
富

山
県
連
）
②
原
宣
幸
（
神

奈
川
県
連
）
③
高
橋
正
男

（
秋
田
県
連
・
新
任
）
④

宮
崎
文
雄
（
東
京
都
連
・

新
任
）
⑤
岡
田
章
（
埼
玉

県
連
・
新
任
）

▽
事
業
＝
①
藤
成�
（
福
岡

県
連
）
②
北
向
幸
吉
（
青

森
県
連
）
③
南
勉
（
東
京

都
連
・
新
任
）
④
大
坂
延

男
（
神
奈
川
県
連
・
新

任
）
⑤
古
川
幸
彦
（
広
島

県
連
・
新
任
）

▽
技
術
＝
①
中
川
悟
（
香
川

県
連
）
②
佐
藤
章
（
東
京

都
連
）
③
和
田
均
（
栃
木

県
連
）
④
松
本
正
美
（
東

京
都
連
）
⑤
小
野
泰
男

（
大
分
県
連
）

三
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し

た
独
自
の
Ｑ
Ｅ
Ｅ
ｎ
シ
ス
テ

ム
を
全
員
で
運
用
。
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
茅
ケ
崎
工
場
の
研
修
メ
ニ

ュ
ー
は
知
識
、
意
識
、
行
動

と
総
合
的
に
組
み
立
て
ら

れ
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に

社
員
が
寄
与
し
て
い
る
。

表
彰
式
で
は
北
村
茂
男
環

境
副
大
臣
が
「
皆
さ
ま
の
努

力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
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合同会議で方向性検討

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
は
八
月
二
十
日
、
東
京
・
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
第
三
百
二
十
三
回
理
事
会
を
開
き
、
新
役
員
の
業
務
分
担
を
決
定
し
た
。
総
務
、
経
理
、
経
営
、
広
報
、
事

業
、
技
術
の
六
部
門
の
担
当
副
会
長
を
再
任
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
総
務
部
長
と
し
て
大
熊
泰
雄
氏
（
埼
玉
県

連
）
を
選
任
し
た
。
新
執
行
部
体
制
の
確
立
を
踏
ま
え
、
大
澤
会
長
は
当
面
の
重
点
課
題
と
し
て
技
能
者
の
社
会

的
地
位
向
上
と
次
代
を
担
う
若
手
人
材
の
確
保
・
育
成
へ
強
い
意
欲
を
示
し
た
。
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大澤会長 大熊総務部長

北村環境副大臣が授与


